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50 周年の節目に
共同創造の活動を前に進める

　精神障害のある人を地域で支える制度がな
い時代（1970 年）に，精神障害のある人の
声に応えて活動をスタートしたやどかりの里
は，50 周年という大きな節目を迎えている．
2019 年度は，２つの研究助成金を得て，新た
な取り組みが始まった . 
　１つは，大同生命厚生事業団による地域保
健福祉研究助成「当事者との協働による地域
精神保健活動におけるピアサポーター養成と
定着のための研究」である．現在法人内でピ
アサポーターとして活動する３人のメンバー
と３人の職員で研究チームを組織した．現在
は法人内外のピアサポーターの実践から学び
つつ，ピアサポーターの養成と定着に必要な
要素を導き出そうと考えている．国内外には
先駆的実践や研究もあり，それらも参考にし
ながらの研究事業である．
　やどかりの里では，Co-production( 共同創
造）がベルギーでの精神医療改革の中核に
あったことを学んだ．当事者が経験を生かし，
研修・研鑚を重ね，ピアサポーターの活躍が
当たり前になることが，日本の精神医療や保
健福祉の改革に寄与すると考えている．そう
したビジョンを掲げながら，メンバーと職員
の共同作業に取り組んでいる．その一環で，
２月 25 日に浦和コミュニティセンターは「ピ
アサポートって何　病気の経験を生かして働
く」（第 35 回体験発表会）を開催する．
　もう 1 つは，ファイザープログラム「心と
からだのヘルスケアに関する市民活動・市民
研究支援」の助成を受けて進める「見沼の文

化と SDGｓを意識した共同創造のソーシャル
ファームづくりー１」（略称：未来を拓くつ
なぐ・つくるプロジェクト）である．障害の
有無に関わらず，社会には 8050 問題や長期
にわたる引きこもりの問題があり，解決の道
筋が見えてこない．SDGｓ（国連で定めた持
続可能な開発目標）では，解決困難な社会問
題は，他領域の人たちが協議していくことで
解決に向けて動き出すとしている．今回のプ
ロジェクトでは，精神保健福祉領域にとどま
らず，他領域の人たちの参加を得，制度の谷
間にある人たちの実態やニーズを把握してい
く．それらのニーズに応えるために「共同創
造のソーシャルファーム」の必要性を仮説と
して掲げた．ソーシャルファームは，日本で
は法制化されていないが，イタリアをはじめ
とした EU 諸国や隣国韓国でも広がっている．
障害のある人だけではなく，働くことや生活
上の困難を抱える人たちが働く場でもある．
国内でも先駆的取り組みが紹介されており，
数か所の視察を行いながら，見沼の文化を生
かしつつ困難を抱えつつも生きられる場づく
りについて構想をまとめていく．
　2006 年に成立した障害者自立支援法（現在
の障害者総合支援法）では，障害のある人の
幅広いニーズに応えきれないこともわかって
きた．制度ありきの活動づくりではなく，切
実なニーズに応えていくのがやどかりの里の
原点である．さまざまな人たちの声を聴きつ
つ，メンバー，家族との共同創造による活動
づくりを本格的に進めていきたい．


